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今月の表紙
待ちに待った夏の海で
大はしゃぎの園児た
ち。７月２日、イマ
リンビーチで海開きが
ありました。水をか
けあったり、浮き輪を
使って泳いだりと、思
い思いに遊ぶ歓声が
ビーチいっぱいに響き
渡りました。【８ペー
ジに関連記事を掲載】

t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

地域の思いをレシピにして発信
すみやま棚田で『つけもの寿司』試食会

会
長
の
木
寺
清
太
さ
ん
が
、「
も
っ

と
多
く
の
人
に
『
す
み
や
ま
棚
田
』

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

思
い
を
田
﨑
さ
ん
た
ち
に
語
っ
た

こ
と
か
ら
、『
地
域
活
性
食
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

生
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
地
元
食
材
の
漬
物
を

使
っ
た
５
種
類
の
寿
司
を
、
手
打

ち
そ
ば
や
梅
ゼ
リ
ー
な
ど
が
囲
む

懐
石
風
の
御
膳
が
登
場
。
伊
万
里

焼
の
器
の
繊
細
な
絵
付
け
と
も
相

ま
っ
て
セ
ン
ス
良
く
仕
上
が
っ
て

お
り
、
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
完
食

し
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
今
後
の
活
動

に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

↑完成した御膳を前にほほえむ田﨑さん（左奥）ら関係者

　
６
月
18
日
、
二
里
町
の
炭
山
地

区
に
あ
る
農
業
体
験
セ
ン
タ
ー

『
お
も
し
ろ
工
房
　
山
桜
』
で
、『
す

み
や
ま
棚
田
』
の
食
材
な
ど
を
生

か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
料
理
の
試
食

会
が
あ
り
ま
し
た
。『
つ
け
も
の
寿

司
』
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
料
理
、

作
っ
た
の
は
『
市
食
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
の
田
﨑
志
織

さ
ん
と
、
田
﨑
さ
ん
が
主
宰
す
る

『
レ
シ
ピ
開
発
研
究
所
』
の
イ
ン

タ
ー
ン
の
学
生
で
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
、
伊
万
里
の
窯

元
や
農
家
な
ど
の
思
い
を
器
に

合
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
に
し
て
発
信

し
て
い
る
同
研
究
所
。
今
回
の
催

し
は
、『
す
み
や
ま
棚
田
守
る
会
』
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特 集 

８月は同和問題啓発強調月間です
〜自分を見つめてみましょう〜

● 問合先　生涯学習課人権・同和教育係（☎㉓３１８６）

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
が
あ
り

ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
、

愛
情
や
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人

は
生
ま
れ
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
の
話

で
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
私
た
ち
が
暮
ら

す
社
会
に
は
、
こ
の
『
あ
た
り
ま

え
』
の
こ
と
を
理
由
に
し
た
、
い

わ
れ
の
な
い
差
別
が
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
た
場
所
や
育
っ
た
場
所
、

住
ん
で
い
る
場
所
で
人
の
値
打
ち

に
差
を
つ
け
る
『
部
落
差
別
』
で

す
。
偏
見
に
よ
る
不
当
な
選
考
で

就
職
で
き
な
か
っ
た
り
、
世
間
体

を
気
に
す
る
両
親
や
親
類
に
結
婚

を
反
対
さ
れ
た
り
、
部
落
差
別
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
日
常
生

活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

は
『
同
和
問
題
』
と
呼
ば
れ
、
日

本
に
お
け
る
最
も
深
刻
で
重
大
な

社
会
問
題
で
す
。

　
８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
を
見

つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
差
別
を
な

く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向
き
合

う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

『
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）』

作
詞
：
高
野
辰
之
　
　
　

作
曲
：
岡
野
貞
一
　
　
　

　
　
う
さ
ぎ
追
い
し
　
か
の
山

　
　
こ
ぶ
な
釣
り
し
　
か
の
川

　
　
夢
は
今
も
　
め
ぐ
り
て

　
　
忘
れ
が
た
き
　
ふ
る
さ
と

写真は歌のイメージです
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同和問題講演会
　同和問題に向き合うきっかけとして、市では『同和問題講演会』を開催
します。あなたも参加してみませんか。

● 日　時　８月29日（火）

午後１時 30 分〜３時

● 場　所　市民センター 文化ホール

● 入場料　無　料

● 演　題　『文福のふれあい人権ばなし
　　　　　 〜真の笑いは平等な心から〜』

● 講　師　落語家　桂
かつら

　文
ぶ ん

福
ぶ く

  さん

《講師プロフィール》
和歌山県紀の川市出身。昭和 47 年に三代目桂小文枝（五代

目桂文枝）に入門。公益社団法人上方落語協会理事、関西演

芸協会役員。『ふるさと寄席・文福一座』の座長として『出会

い、ふれ愛、わきあいあい』をモットーに全国を巡演中。『真

の笑いは平等な心から』のテーマでの人権講演も好評。大相

撲評論家として、相撲誌やラジオなどでも活躍中。

※ 手話通訳・要約筆記を行います。

同和問題啓発強調月間中の催し

気軽に参加してください

2017

佐賀県同和問題講演会

日　時 ８月２８日（月）　午後１時 30 分〜３時 20 分

場　所 武雄市文化会館　大ホール

入場料 無　料

演　題 『現代の同和問題　〜取材を通して見えてきたこと〜』

講　師 林　由紀子さん（毎日新聞大阪本社　学芸部記者）

● 問合先　佐賀県人権・同和対策課（☎０９５２　７０６３）25
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特 集 　８月は同和問題啓発強調月間です

　21 世紀は『人権の世紀』と呼ばれてい
ますが、部落差別はまだ解決していません。
部落差別は許されない『社会悪』です。一
日も早く解消しなければならない重要な課
題です。

① 部落差別は過去の問題
ではありません

　部落差別は『差別される人』の問題では
なく『差別する人』の問題です。私たち
一人一人が正しい理解と認識を深めること
が、部落差別のない明るい社会の実現につ
ながります。

② 部落差別の解消は私たち
一人一人の課題です

　インターネット上で差別を助長する情報
が拡散されるなど、部落差別は潜在化、陰
湿化しています。国や地方公共団体は、部
落差別の解消に向けた効果的な施策を行い
ます。

③ 部落差別の解消は行政の責務です

　部落差別による被害者は、カミングアウ
トによる二次的被害を恐れ、相談を断念す
るケースも少なくありません。国や地方公
共団体は、的確に対応できる相談体制を整
備します。

④ 部落差別を受けた人への
相談体制を確立します

　同和問題は、因習によって世代を超えて
引き継がれてきた日本固有の人権問題であ
り、なくさなければならない深刻な『負の
文化』です。このことを念頭に、国や地方
公共団体は、部落差別に重点を置いた効果
的な教育・啓発を行います。

⑤ 部落差別に重点をおいた
教育・啓発を展開します

　現在を知らずに未来を語ることはできま
せん。国や地方公共団体は、これまでの部
落差別を解消するための取り組みの成果や
問題点を検証し、今後の指針とするための
実態調査を行います。

⑥ 取り組みの効果を検証します

部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
28
年
12
月
16
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
『
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
は
、
昭
和
40
年
に
出
さ
れ
た
、『
同
和
対

策
審
議
会
答
申
』
の
理
念
が
法
律
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
法
律
で
は
『
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保

障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に

正
面
か
ら
取
り
組
む
国
と
地
方
公
共
団
体
の
姿
勢
や
講
じ
る
べ
き
施

策
を
示
し
た
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　「
差
別
を
な
く
す
」
と
い
う
と
、

な
ん
だ
か
凄
い
こ
と
を
す
る
よ
う

で
、
自
分
に
は
何
も
で
き
そ
う
も

な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
も
、私
た
ち
が
「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と

思
え
た
ら
、
同
和
問
題
は
解
決
へ

向
け
て
大
き
く
動
き
出
す
は
ず
で

す
。
社
会
は
私
た
ち
一
人
一
人
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
変

わ
れ
ば
、
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。

　
自
分
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と

向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に

私
に
で
き
る
こ
と
は

　
差
別
は
、
差
別
を
す
る
人
が
自

分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を
正
当
化

す
る
た
め
に
、
理
由
に
な
ら
な
い

こ
と
を
口
実
に
し
て
人
権
を
侵
害

す
る
行
為
で
す
。

▽
差
別
は
、
差
別
を
す
る
人
が
い

る
か
ら
起
り
ま
す
。

▽
差
別
は
、
無
知
や
無
関
心
か
ら

生
ま
れ
ま
す
。

▽
差
別
は
、
人
を
不
幸
に
し
ま
す
。

▽
差
別
は
、
自
信
・
夢
・
命
・
仲

間
を
奪
い
ま
す
。

　「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は

な
く
な
る
」
と
考
え
る
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
『
寝

た
子
を
起
こ
す
な
』
で
す
。
し
か

し
、
差
別
が
自
然
に
な
く
な
ら
な

い
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま

す
。『
そ
っ
と
し
て
お
く
こ
と
』は
、

差
別
さ
れ
て
い
る
人
に
「
差
別
が

な
く
な
る
ま
で
我
慢
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で

す
。
差
別
は
、
な
く
そ
う
と
し
な

け
れ
ば
な
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

た
の
か
」
と
差
別
さ
れ
る
理
由
を

探
す
こ
と
で
は
な
く
、「
な
ぜ
差
別

を
し
た
の
か
」
と
差
別
を
す
る
人

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、「
自
分
も
差
別
を

す
る
側
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知

れ
な
い
」
と
、
同
和
問
題
を
『
自

分
の
問
題
』
と
い
う
視
点
で
学
ぶ

こ
と
に
つ
な
が
り
、
同
和
問
題
を

な
く
す
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

　
同
和
問
題
は
難
し
い
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
世
間
体
を

気
に
し
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す

る
人
の
言
い
訳
で
す
。
同
和
問
題

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
社
会
悪
で

あ
り
、
そ
の
解
決
は
自
分
自
身
の

課
題
な
の
で
す
。

　『
見
え
な
い
こ
と
』
と
『
無
い
』

こ
と
は
違
い
ま
す
。
差
別
は
見
よ

う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。

自
分
が
知
ら
な
い
か
ら
差
別
は
な

い
と
考
え
ず
、
差
別
が
ど
こ
に
隠

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
抜
く
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
の
場
を
通
し
て
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
確
か
な
人
権
感
覚

を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
同
和
問
題
は
『
差
別
さ
れ
る
人
』

の
問
題
で
は
な
く
『
差
別
す
る
人
』

の
問
題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大

切
な
こ
と
は
「
な
ぜ
差
別
を
さ
れ

差
別
と
は

差
別
は
自
然
に
は

な
く
な
り
ま
せ
ん

差
別
は
見
よ
う
と
し
な
け

れ
ば
見
え
ま
せ
ん

同
和
問
題
で
大
切
な
こ
と

自
分
自
身
の
課
題
で
す

あ
な
た
が
変
わ
れ
ば

社
会
が
変
わ
り
ま
す

　「今の時代に差別が起きている
のですか」という声が聞かれま
す。確かに公然と差別的な言葉を
使ったり、明らかに差別と分かる
ような身ぶりをしたりする差別行
為は少なくなっていますが、部落
差別がなくなったわけではありま
せん。
　就職や結婚に関する身元調査
や、インターネットの匿名性を悪
用した差別的な書き込みが行われ
るなど、その状況は潜在化、陰湿
化しています。差別を受けても告
白できない人も多く、その実態が
表面化しない場合も少なくありま
せん。『いじめ』が表面化しにく
いことと似ています。

　Ｑ＆Ａ
差別はまだあるのですか？

　就職や結婚の際に、相手の本籍
地や家族状況を調べる身元調査
は、極めて深刻な人権侵害行為で
す。知りたいことは、直接相手に
聞くべきです。自分がされて嫌な
ことは相手もきっと同じです。
　近年では、一部の人たちが、有
資格者（※）の職務権限を悪用し
て戸籍謄本や住民票の写しを不正
取得し、調査会社などに販売する
事件も起きています。このような
事件が起きるのは、身元調査を依
頼する人がいるからです。
　伊万里市では防止策として、本
人や家族以外の第三者が取得した
場合、本人に通知する『本人通知
制度』を導入しています。

　Ｑ＆Ａ
身元調査は差別なのですか？

※有資格者とは、弁護士、司法書士、行政書士、土地家屋調査士、税理士、弁理士、
社会保険労務士、海事代理士の８つの業種のことです。 62017.8 広報伊万里



特 集 　８月は同和問題啓発強調月間です

■
な
る
ほ
ど
！
ザ
・
人
権
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
／
輝
く
女
性
の
た
め
の
人

権
講
座

　
地
域
に
根
差
し
た
教
育
・
啓
発

を
展
開
す
る
た
め
、
指
導
者
養
成

講
座
を
計
画
的
に
開
設
し
、
等
身

大
の
身
近
な
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

■ 

地
区
巡
回
講
座

　
各
行
政
区
の
公
民
館
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
て
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
や

意
見
は
、
生
き
た
教
材
と
し
て
本

市
の
教
育
・
啓
発
の
指
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■ 

各
種
団
体
に
お
け
る
研
修
講
座

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
育
園
・
幼
稚
園
児
の
保
護
者
な

ど
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
研
修
講
座
を
開
催
し
、

学
び
の
裾
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

■ 

職
場
へ
の
出
前
講
座

　
職
場
を
『
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
』

あ
な
た
も
私
た
ち
と
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
人
権
意
識
の
浸
透
に
よ
る
『
人
権

文
化
の
創
造
』
を
め
ざ
し
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、『
市
人
権
・
同
和
教
育
推

進
協
議
会
』
や
『
市
人
権
・
同
和
教
育
地
域
推
進
員
』
な
ど
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
で
、
地
域
に
密
着
し
た
各
種
研
修
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
身
近
な
研
修
講
座
に
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
位
置
付
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た
学
習

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
風

通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

■ 

小
・
中
学
生
の
人
権
作
品
展

　
12
月
の
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、

小
・
中
学
生
の
書
道
や
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
な
ど
を
展
示
す
る
『
人
権
作

品
展
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆どこで開催してもいいの？
 ● 各行政区の公民館など、市内であれば希望の場所へ講

師を派遣します（個人宅は除きます）。

◆いつでもいいの？
 ● 土・日曜日、祝日も派遣します（12 月 29 日～１月３

日は除きます）。
 ● 午前９時～午後９時の間で、１回あたり１～２時間程

度でお願いします。
 ● 参加者数が多い場合は、複数回に分けての研修にも応

じます。

◆どんな研修内容？
 ● 同和問題をはじめ、さまざまな人権問題についてお話

します。
 ● 研修内容を企画することもできます。
 ● 参加者の要望に合わせて、啓発映画などの視聴覚教材

を使用することもできます。

◆研修の費用は？
 ● 講師の交通費や謝礼などは一切不要です。
　ただし、有料の会場で開催する場合、会場使用料など

は依頼者で負担してください。

◆申込方法は？
 ● 開催予定日の３週間前までに生涯学習課へ相談してく

ださい。できるだけ希望の日時に講師を派遣します。
 ● 日時などが決定した後、派遣依頼書を提出してください。

研修講座 Q ＆Ａ

研修講座を開催してみませんか

市人権・同和教育
推 進 協 議 会 と は

同和問題をはじめとするさま
ざまな人権課題の解決を目的
に、昭和 52 年に発足した、
市民の代表（区長、自治公民
館長、民生委員・児童委員、小・
中学校ＰＴＡなど）で構成す
る人権啓発団体です。

市人権・同和教育
地 域 推 進 員 と は

市教育委員会が委嘱する、地
域における人権・同和教育の
リーダーです。各町（地区）
に２名ずつ、26 名の推進員
が活動しています。昭和 54
年にスタートした、伊万里市
独自の制度です。

　市では、同和教育担当の社会教育指導員を４名配置し、

市民の皆さんへのきめ細やかな教育・啓発に取り組んでい
ます。サークルや企業へ講師として派遣しますので、気軽
に申し込んでください。交通費や謝礼は不要です。詳しく
は生涯学習課へ問い合わせてください。
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み ん な の 広 場

↑波多津コミュニティーセンターについての質問に、プロ
ジェクターを使って回答する塚部市長 ( 波多津公民館 )

立花公民館と波多津公民館で、市長と語ろう『伊万里の夢

づくり』座談会がありました。立花公民館（６月 22 日）

では伊万里駅周辺開発や同駅バス停の危険性など、波多津

公民館ではコミュニティーセンター整備のヴィジョンや

ケーブルテレビ普及計画などについて質問がありました。

熱心な質問に塚部芳和市長は時間を延長して回答しました。

市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談会

地域の元気を応援します

↑デモンストレーションで一斉にドローンを飛ばす協会のメン
バー（写真は佐賀新聞社提供）

九州を中心に活動するドローン関連事業者が参画する九州

ドローン推進協会の設立を記念し、複数のイベントが市内

でありました。このうち、旧波多津小学校跡地であった操

縦体験には、ドローンの活用を考える農業や建設業の関係

者など約 60 人が参加し、協会メンバーの指導を受けて操

縦を体験。『ドローン先進地』らしい光景が広がりました。

九州ドローン推進協会設立キックオフイベント

目指せ、ドローンパイロット

6.26

6.17

e v e r y o n e ' s  p l a z a

イマリンビーチで海開きがありました。福田区による海の

安全祈願の神事が行われたあと、伊万里海洋少年団の手

旗信号やシーバード伊万里の救助訓練が披露されました。

初泳ぎでは地元の幼稚園と保育園の園児たちが元気いっ

ぱいに水遊び。また、エビやカサゴの稚魚の放流も行われ、

来場者は夏のひとときを思う存分に満喫していました。

イマリンビーチ海開き

自然豊かな伊万里の海を満喫

海、山、空のコントラストが美しい最高のロケーション

伊万里海洋少年団の手旗信号

7.2

シーバード伊万里の救助訓練 自然と笑顔がこぼれます 稚魚を海に放流
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松浦保育園『防火七夕』

七夕の願いとともに『火の用心』

み ん な の 広 場

松浦保育園で『防火七夕』がありました。これは、七夕の

日を前に幼少期から防火意識を高めてもらおうと、伊万

里消防署東分署が毎年実施しているものです。園児は『火

の用心』の願いを込めて作った短冊を飾り付け、「火遊び

はしません」と約束しました。防火服の着装体験などもあ

り、「大きくなったら消防士になる」と言う子もいました。

↑防火服って重いなあ

7.6
ちゃんと『火の用心』ができますように

山代町久原にある佐賀大学海洋エネルギー研究センター

伊万里サテライトで施設見学会がありました。海洋温度差

発電や波力発電などについての公開講座や、実験室などの

公開があったほか、『私の海とエネルギーと夢』のテーマ

で募集した『絵はがきコンテスト』の表彰式もあり、多く

の家族連れや科学に興味のある中高生などが訪れました。

佐賀大学海洋エネルギー研究センター施設見学会

無限にある海のエネルギーを体感

↑海洋温度差発電の模擬装置の前で発電の仕組みの説明を
受ける中学生

波力発電の実験装置で、波を起こして
タービンを回す実験をする子どもたち

7.15

↑Unit Ｂは女性などが集いさまざまな活動を行う場を提案

市民図書館で『リノベーションスクール＠伊万里』公開プ

レゼンテーションがありました。市内３か所の遊休不動産

のそれぞれのオーナーに対し、３グループが活用方法を具

体的に提案。サイクリストの拠点となるゲストハウスや、

主に女性が集うシェアハウス、昔の農村の暮らしが体験で

きる宿など、さまざまな視点でのアイデアが出されました。

『リノベーションスクール＠伊万里』公開プレゼンテーション

エリアと建物に新しい役割を与えよう

7.16

↑旧佐賀銀行楠久出張所を活用した趣のある建物

楠久・津まちづくり実行委員会の活動拠点となる楠久・津歴

史ふれあい館の開館記念式典がありました。楠久・楠久津

地区は江戸時代、佐賀藩の軍船を監督する船奉行が置かれ、

世界遺産 三重津海軍所のルーツともなった軍港があったと

されています。館内は郷土の歴史を紹介するパネルや資料

などが展示されており、当面の間は土日に開館しています。

楠久・津歴史ふれあい館が開館

三重津海軍所のルーツはここにあり

6.18
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

　
山
代
緑
の
少
年
団
団
長
の
松
永

孝
三
さ
ん
が
、
公
益
社
団
法
人
国

土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
緑
化
功
労

者
と
し
て
『
国
土
緑
化
推
進
機
構

理
事
長
賞
』
を
受
賞
し
、
７
月
３

日
、
塚
部
芳
和
市
長
に
喜
び
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
松
永
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に
山

代
西
緑
の
少
年
団
を
結
成
以
来
、

植
樹
や
緑
の
募
金
活
動
な
ど
を
通

じ
た
青
少
年
の
指
導
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、『
浦
ノ

崎
駅
桜
保
存
会
』
の
事
務
局
と
し

て
桜
の
保
存
活
動
を
行
う
な
ど
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
緑
化
運
動
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
松
永
さ
ん
は｢

今
後
も
活

動
を
続
け
青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
緑
化
功
労
者

松
永
孝
三
さ
ん
が
受
賞

↑表彰を受けた松永さん（右）

２
つ
の
団
体
・
学
校
が
市
へ
寄
贈

福
祉
の
推
進
と
木
の
ぬ
く
も
り
で
地
域
に
貢
献

　
７
月
５
日
、
伊
万
里
有
田
法
人

会
が
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
市
に
車
椅
子
３
台
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
車
椅
子
は
ア
ル
ミ

製
の
軽
量
な
タ
イ
プ
の
も
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
な
取
り
扱
い
が
可
能
。

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館

と
市
駅
ビ
ル
、
伊
萬
里
ま
ち
な
か

一
番
館
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
を
設
置

し
、
施
設
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
す
。
伊
万
里
有
田
法
人
会
は

こ
れ
ま
で
に
も
、
市
に
血
圧
計
や
い

ま
り
ん
バ
ス
停
留
所
の
ベ
ン
チ
を

寄
贈
す
る
な
ど
、積
極
的
に
地
域
貢

献
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
20
日
、
伊
万
里
農
林
高
校

森
林
工
学
科
が
、
製
作
し
た
木
の

看
板
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
材

料
に
は
通
常
製
品
に
は
な
ら
な
い

『
曲
が
り
材
』
と
呼
ば
れ
る
木
材
を

利
用
。
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い

た
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。
生
徒
た
ち
が
好
き
な
言
葉

や
詩
な
ど
を
彫
り
、
墨
を
流
し
込

ん
で
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
は
、「
こ
れ
ま
で
は
文
化
祭

伊
万
里
有
田
法
人
会

伊
万
里
農
林
高
校

↑塚部芳和市長（左）から感謝状が
　贈られました

で
の
販
売
が
目
的
だ
っ
た
が
、
今
後

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
寄
贈
し
展

示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
作
品
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て

も
ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。↑寄贈を受けた看板は市民ロビーに展示しています

無む

常
じ
ょ
う

な
る 

こ
と
も
世よ

の
常つ
ね  

桐き
り

一ひ
と

葉は

風ふ
う

鈴り
ん

の 
さ
や
け
き
音ね

色い
ろ

に 

古ふ
る

里さ
と

の

　
　
　
　
河か

鹿じ

蛙か

鳴な

き
ゐい

し 

せ
せ
ら
ぎ
浮う

か
ぶ

伊
万
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

久く

保ぼ

田た

昭て
る

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

大お
お

久く

保ぼ

花か

舟
し
ゅ
う
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ほ が ら か ペ ー ジ

ア ル バ ム

我が家の

内田 葵
あ お い

彩さん

＊充
みつ

信
のぶ

・みさとさんの長女

＊蓮池町

(     )６歳

Y O U N G  W A L K E R

樋渡 雄
ゆう

希
き

 さん

◆ Cafe museum
　 （新天町）
◆ 平成 28 年５月開店

(28 歳・東八谷搦 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
お
い
し
い
料
理
や
ド
リ
ン
ク
を

作
っ
て
提
供
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
長
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
足
が

む
く
む
こ
と
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
店
に
し
た
い
で
す

◇
趣
味
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
音

楽
、
映
画
鑑
賞

◇
市
民
へ
一
言
　
皆
様
の
お
か
げ

で
５
月
で
１
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
Ｃ

ａ
ｆ
ｅ 

ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
わ
た
し
は
と
に
か
く
楽
し
い
こ
と

が
大
好
き
♥
最
近
は
プ
リ
キ
ュ
ア

の
衣
装
を
着
て
プ
リ
キ
ュ
ア
ご
っ

こ
を
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
て
る
の

★
好
き
な
食
べ
物
は
い
ち
ご
♬
で

も
な
ん
と
い
っ
て
も
お
父
さ
ん
が

作
る
ケ
ー
キ
が
一
番
大
好
き
♡

　
少
し
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ
も
あ

る
け
れ
ど
、
葵
彩
ち
ゃ
ん
の
笑
顔

を
み
る
と
怒
る

こ
と
も
忘
れ
る

よ
☆彡
元
気
良
く

健
康
に
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
ま
す
♬

食育ワンポイント

〜 大久保保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

園では、年に一度は『ふるさと先生』を招き、
地域の方と一緒に楽しくクッキングをします。
今年は、『さくらもち』作りに挑戦しました。
食べたことはあっても作ったことはない子ども
たちは作業に夢中で、出来上がりにも大喜び。 また、畑には夏野菜（きゅうり、なす、ピーマン、ミニ

トマト、おくら、かぼちゃ）がたくさん実ります。子ど
もたちは収穫をとても楽しみにしていて、収穫した後は
給食の材料として使っています。野菜が苦手な子どもも、
自分たちで育て収穫することで、苦手な野菜も進んで食
べてみようという意識が高まり、給食が残ってしまうこ
とはほとんどありません。これからも食育活動を通して、
食への関心を深め、感謝の気持ちが持てる子どもに育っ
てくれることを願っています。

地域ぐるみで楽しく学ぶ

『ふるさと先生』と食育

暑さに負けない食事のポイント　夏はさっぱりした冷たいものを食べたくなりますが、冷たいものの取り過ぎ
は体が冷え胃腸が弱まり、さらに食欲がなくなる悪循環に。夏バテ予防に効果がある栄養素、ビタミンＢ１はブ
ドウ糖をエネルギーに変えて自律神経の働きを整え、疲労回復に役立ちます。うなぎや豚肉などに含まれ、ニン
ニクやねぎと一緒に食べると効果的。無理のない運動をして食事も睡眠もしっかり取り、体調を整えましょう。

教わりながらおいしいさくらもちができました

いろんな夏野菜を育てました
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●

期
　
日
　
６
月
17
・
18
・
24
日

　
　
　
　
　
７
月
１
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
大
川
少
年
野
球

▽
準
優
勝
　
東
山
代
少
年
野
球

▽
３
　
位
　
二
里
少
年
野
球

　
　
　
　
　
伊
万
里
愛
球
会

●

期
　
日
　
７
月
２
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

《
上
位
成
績
》

●

一
般
（
混
合
）
の
部

▽
優
　
勝
　
山
口
病
院
Ａ

▽
準
優
勝
　
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ

●

女
性
の
部

▽
優
　
勝
　
堀
田
病
院

▽
準
優
勝
　
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ブ

●

シ
ニ
ア
（
混
合
）
の
部

▽
優
　
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ａ

▽
準
優
勝
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

●

期
　
日
　
６
月
25
日

●

場
　
所
　
国
見
台
相
撲
場

《
大
会
成
績
》

〈
団
体
戦
〉

●

５
年
生
男
子

▽
優
　
勝
　
波
多
津
小
学
校

▽
準
優
勝
　
東
山
代
小
学
校

▽
３
　
位
　
大
坪
小
学
校

●

６
年
生
男
子

▽
優
　
勝
　
黒
川
小
学
校

▽
準
優
勝
　
大
川
内
小
学
校

▽
３
　
位
　
南
波
多
小
学
校

●

５
年
生
女
子

▽
優
　
勝
　
山
代
東
小
学
校

▽
準
優
勝
　
松
浦
小
学
校

▽
３
　
位
　
黒
川
小
学
校

●

６
年
生
女
子

▽
優
　
勝
　
山
代
東
小
学
校

▽
準
優
勝
　
大
川
内
小
学
校
Ａ

ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

６日（日）

● 伊万里ラジオ体操会

　午前６時 20 分開会

　国見台陸上競技場

11 日（金・祝）、12 日（土）

● 伊万里カップ少年サッカー大会

　午前９時開会　国見台球技場ほか

13 日（日）、20 日（日）

● 九州壮年ソフトボール大会

佐賀県予選会

　時間未定　伊万里湾大橋球技場

19 日（土）

● 教育長杯中学校

ニュースポーツフェスティバル

　午前８時 30 分開会　国見中学校

27 日（日）

● 唐津社会保険委員会

ソフトボール大会伊万里地区大会

　午前８時 30 分開会

　伊万里湾大橋球技場ほか

第
40
回
小
学
生
相
撲
大
会

▽
３
　
位
　
松
浦
小
学
校

〈
個
人
戦
〉

●

５
年
生
男
子

▽
優
　
勝
　
橋
口
　
駿
（
牧
島
小
）

▽
準
優
勝
　
村
岡
　
凌
雲（

二
里
小
）

▽
３
　
位
　
一
ノ
瀬
ア
ン
ジ
ェ
ロ

（
大
坪
小
）

　
　
　
　
　
川
本
　
優
太

（
東
山
代
小
）

●

６
年
生
男
子

▽
優
　
勝
　
坂
本
　
郁
也（

黒
川
小
）

▽
準
優
勝
　
川
原
　
康
聖（

大
坪
小
）

▽
３
　
位
　
川
口
　
龍
仁（

黒
川
小
）

　
　
　
　
　
井
手
口
優
空（

黒
川
小
）

●

５
年
生
女
子

▽
優
　
勝
　
田
中
　
莉
乃（

大
坪
小
）

▽
準
優
勝
　
嶋
内
　
真
優

（
山
代
東
小
）

▽
３
　
位
　
小
松
　
詩
歩（

大
川
小
）

　
　
　
　
　
小
林
　
愛
果

（
東
山
代
小
）

●

６
年
生
女
子

▽
優
　
勝
　
小
野
原
鈴
羽（

二
里
小
）

▽
準
優
勝
　
浦
郷
　
澪（

東
山
代
小
）

▽
３
　
位
　
浦
田
　
詩
乃（

松
浦
小
）

　
　
　
　
　
貞
方
実
咲
樹（

大
坪
小
）

市
長
旗
争
奪
第
44
回

市

少

年

野

球

大

会

第
11
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 ↑力投する大川少年野球

の堀田投手

↑ 力 の 入 る 土 俵 際 の
攻防

８月の市民スポーツ
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

腰
岳
の
黒
曜
石
と
伊
万
里
湾

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
今
回
か
ら
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
を
記
念

し
、
伊
万
里
湾
の
歴
史
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
類
が
日
本
に
渡
来
し
た
旧

石
器
時
代
の
約
３
万
５
０
０
０

年
前
か
ら
縄
文
時
代
が
終
わ
る

約
２
３
０
０
年
前
ま
で
の
間
、

良
質
な
石
器
の
材
料
と
し
て
盛

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
た
腰
岳
の

黒
曜
石
。
こ
の
黒
曜
石
を
求
め
、

多
く
の
人
々
が
各
地
か
ら
や
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。

　
旧
石
器
時
代
は
海
水
面
が
現

在
よ
り
も
約
１
５
０
㍍
低
く
、

伊
万
里
湾
は
陸
地
化
し
て
い
た

た
め
、
陸
路
の
み
の
ア
ク
セ
ス

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
６
０
０
０
年
ほ
ど
前

の
縄
文
時
代
は
、
現
在
よ
り
海

水
面
が
５
㍍
高
く
、
海
岸
線
は

現
在
よ
り
内
陸
部
へ
進
出
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
船
で

腰
岳
の
ふ
も
と
近
く
ま
で
接
近

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
腰
岳
は
独
立
峰
で
あ
り
、
美

し
い
円
錐
形
の
富
士
山
の
よ
う

な
姿
を
し
て
い
ま
す
。
腰
岳
に

黒
曜
石
を
採
取
す
る
た
め
に

や
っ
て
く
る
人
々
は
、
こ
の
特

徴
的
な
山
を
目
指
し
て
船
を
進

め
、
伊
万
里
湾
に
や
っ
て
き
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
伊
万
里
湾
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
①

↑
腰
岳
山
頂
か
ら
伊
万
里
湾
を
望
む

　
女
性
の
愛
情
の
配
分
が
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
変
化
に
つ
い
て
、『
イ
ク
メ
ン
』

の
名
付
け
親
と
も
い
わ
れ
る
株
式

会
社
東
レ
経
営
研
究
所
の
渥
美

由
喜
さ
ん
が
調
査
さ
れ
、
結
果
を

ま
と
め
た
グ
ラ
フ
は
『
女
性
の
愛

情
曲
線
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
結
婚
直
後
の
女
性
の
愛
情
の
配

分
の
ト
ッ
プ
は
『
夫
』
で
す
が
、

出
産
前
後
は
『
子
ど
も
』
へ
の
愛

情
が
急
増
し
ト
ッ
プ
に
な
り
、
そ

れ
に
反
比
例
し
て
夫
へ
の
愛
情
は

急
減
し
ま
す
。
そ
の
後
、
夫
へ
の

愛
情
を
徐
々
に
回
復
す
る
女
性

と
、
低
迷
を
続
け
る
女
性
に
二
極

化
さ
れ
、
そ
の
要
因
は
、
産
後
の

夫
の
育
児
協
力
の
有
無
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
調
査

で
は
、
乳
幼
児
期
に
『
夫
と
二
人

で
子
育
て
を
し
た
』
と
い
う
女
性

は
夫
へ
の
愛
情
を
回
復
し
、『
一
人

で
子
育
て
し
た
』
と
い
う
女
性
は

夫
へ
の
愛
情
が
低
迷
し
た
ま
ま
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
共
働
き
世
帯
が
増

加
し
て
お
り
、
平
成
27
年
国
勢
調

査
で
は
夫
婦
の
い
る
一
般
世
帯
の

47
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
夫

婦
が
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
家
事

や
育
児
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
に
負
担
が

か
か
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
交
代

で
子
ど
も
の
保
育
園
送
迎
を
し
た

り
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
が
洗

濯
や
食
事
の
準
備
を
し
た
り
す
る

な
ど
、
夫
婦
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
仕
事
と
家
事
や
育
児
の
両
立

は
、
夫
婦
だ
け
で
頑
張
り
す
ぎ
ず

に
、
時
に
は
、
職
場
の
仲
間
や
両

親
に
相
談
し
た
り
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
周
囲
の

サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。

　
夫
婦
が
一
緒
に
家
事
や
育
児
を

す
る
こ
と
で
夫
へ
の
愛
情
も
回
復

し
、
夫
婦
円
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、『
子
は
親
の
背
中
を
見
て
育

つ
』
と
い
う
よ
う
に
、
夫
婦
の
お

互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。『
思
い
や
り
の
気
持

ち
』
を
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

〜
共
働
き
家
族
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
て
〜

『
思
い
や
り
の
気
持
ち
』
を
行
動
に

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
６
万

６
０
０
０
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
13
億

７
４
４
１
万
３
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議

　
左
の
表
の
と
お
り
、
２
つ
の
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
15
人
の
議
員
か
ら
25
項
目
に

お
よ
ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
す
る
条
文
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
個
人
番
号
を
利
用
す

る
事
務
を
追
加
す
る
た
め
、
改
正

し
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
平
成
29
年
度
の
事
業
と
し
て
施

工
す
る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
事
業
南
波
多
義
務
教
育
学
校
建

築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

議

会

報

告

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら

28
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
条
例
議
案
１
件
、
一

般
議
案
18
件
、
予
算
議
案
２
件
、
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１

件
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命（
14
件
）

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
う
新
た
な
農
業
委
員

会
制
度
に
お
け
る
委
員
に
、
松
尾

梨
香
氏
ほ
か
13
名
を
任
命
す
る
た

め
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の

で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
　
樋
渡

雅
純
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に

松
永
孝
三
議
員
を
選
任
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
バ
ス
交
通
支
援
事
業
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事

業
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
事

業
、
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整

備
事
業
、
駅
ビ
ル
機
能
強
化
事

業
、
自
治
区
活
動
促
進
事
業
な
ど

に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
７
５
２
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

２
５
５
億
２
２
２
１
万
９
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
還
付
金
な
ど
を
追
加
す
る
た
め

条
例
議
案

一
般
議
案

決
　
議

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

予
算
議
案

意
見
書

◎舩 津   賢 次
○前 田   敏 彦

松 尾   雅 宏
多久島     繁
草 野   　 譲
渡 邊   英 洋
笠 原   義 久

◎梶 山   　 太
○弘 川   貴 紀

前 田   邦 幸
力 武   勝 範
東 　   真 生
香 月   孝 夫
松 永   孝 三

特別委員会
◎は委員長、○は副
委員長、敬称略

地 方 創 生
調 査 特 別 委 員 会

議 会 基 本 条 例
推 進 特 別 委 員 会
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インフォメーション

　伊万里港は、昭和 42 年に外国との貿易が可能となる開港指定を受けてから 50 年の節目の年を迎えてい
ます。市の発展と切り離すことができない関係にある伊万里港は、時代の流れとともにさまざまな役割を担
いながら発展し、現在は国際貿易港としての存在感を世界に示しています。
　このシリーズでは、50 年の節目を契機として、改めて開港指定から現在に至るまでの変遷を振り返り、将
来に向けさらに発展していく可能性を秘めた伊万里港を紹介していきます。

伊万里みなと祭り 2017

伊万里港開港 50 周年記念シリーズ①

伊万里港の変遷（上）

● 問合先　伊万里港開港 50 周年記念事業推進室（ 　☎㉓２４６６）

内　容　
▷帆船『日本丸』によるセイルドリル・一般公開
▷帆船『みらいへ』によるクルージング
▷記念式典、ステージイベント
▷物産展、企業等ＰＲ展
▷波多津みなと祭り
　（伊万里港 50 周年とのコラボレーション）
▷プロジェクションマッピング、花火　など

※８月１日現在の予定であり、変更になる場
　合があります。詳細は、広報伊万里 10 月
　号掲載予定のシリーズ③でお知らせします。

日　時　11 月３日（金・祝）、４日（土）

場　所　黒川町七ツ島地区、山代町久原地区

↑帆船『みらいへ』

↑平成９年頃の七ツ島地区。コンテナター
　ミナルが整備されている。

↑平成９年頃のコンテナターミナルの様子。
　コンテナの数も少ない（現在は４段積み）。

開
港
か
ら
『
九
州
の
奇
跡
』
へ

　
伊
万
里
港
は
、
昭
和
42
年
６
月

１
日
に
開
港
指
定
を
受
け
、
世
界

に
開
か
れ
た
国
際
港
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
検
疫
港
、
出
入
国
管

理
港
の
指
定
を
受
け
て
お
ら
ず
、

税
関
施
設
や
港
の
施
設
整
備
の
不

足
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
年
の
伊
万
里
市
は
未
曽
有
の
大

水
害
に
み
ま
わ
れ
、
伊
万
里
港
の

船
出
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
開
港
当
時
の
伊
万
里
港
に
は
、

七
つ
島
地
区
は
ま
だ
存
在
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
昭
和
47
年
に
工
業
団

地
の
造
成
が
始
ま
り
、
昭
和
48
年

に
株
式
会
社
名
村
造
船
所
が
操
業

を
開
始
し
ま
す
。
開
港
か
ら
10
年

目
の
昭
和
52
年
に
は
、
伊
万
里
工

業
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
、

伊
万
里
港
の
中
心
的
貨
物
で
あ
っ

た
木
材
市
場
が
不
況
の
あ
お
り
を

受
け
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
60
年
頃
か
ら
は
、
伊
万
里

港
の
地
理
的
優
位
性
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
海
上
貿
易
拠
点

と
し
て
徐
々
に
上
昇
気
流
に
乗
っ

て
い
き
ま
す
。
平
成
に
入
る
と
、

伊
万
里
港
は
大
き
な
変
革
が
起
こ

り
ま
す
。
水
産
加
工
企
業
の
新
た

な
進
出
の
ほ
か
、
七
つ
島
地
区
に

お
い
て
は
、
港
湾
の
主
流
と
な
っ

て
い
た
コ
ン
テ
ナ
荷
役
を
導
入
す

る
べ
く
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成

９
年
４
月
に
韓
国
・
釜
山
港
と
の

間
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
以

降
、
伊
万
里
港
は
活
況
を
呈
し
、

後
に
『
九
州
の
奇
跡
』
と
も
呼
ば

れ
る
大
躍
進
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

（
９
月
号
に
続
く
）

↑開港当時の伊万里港。七ツ島地区や久原
　南地区にはまだ工業団地はない。

↑工業団地が整備され始めた頃の伊万里港。
　この後さまざまな企業が進出していく。

↑帆船『日本丸』

伊万里港開港 50 周年記念事業

浦ノ崎地区

七ツ島地区

久原北地区

久原南地区

伊万里工業団地

七ツ島工業団地
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インフォメーション

■受付期間
　８月１日（火）～ 21 日（月）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※ 郵送の場合は、８月 21 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　　９月 17 日（日）
● 試験会場　市民センター
● 試験内容
▷一般事務Ａ・B、保育士、幼教・保育士、保健師
　高等学校卒業程度の教養試験
▷土木、建築 A　高等学校卒業程度の教養試験、専門試験
▷建築Ｂ　民間企業などでの職務経験などを勘案した書類

審査

■申込書・試験案内の請求
▷８月１日以降に総務課で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』
　と朱書きし、120 円切手を貼

は

った あて先明記の返信用封
筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課職員係
　（　☎㉓２１２７）

※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格（建築Ａ以外は学歴は問いません）

一般事務Ａ ６人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

ー
▷一般事務Ａ、保

育士、幼教・保
育士は、次のい
ずれかに該当す
ること

①平成 29 年４月
１日現在、伊万
里市に住民登録
し、引き続き居
住している人

②伊万里市に居住
し て い た 人 で、
当時生計を同じ
くしていた２親
等以内の親族（①
に該当）を残し、
市外に居住して
い る 人（ 学 生、
U ターン希望者
など）

一般事務Ｂ
（身体障害者）

１人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

次の条件のすべてを満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度

が１級から６級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面接試

験に対応が可能な人

保育士 １人程度
平成２年４月２日以
降に生まれた人

保育士の資格取得者、または平成 30 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

幼教・
保育士

２人程度
平成２年４月２日以
降に生まれた人

幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得者、または平
成 30 年３月 31 日までに両方の資格取得見込みの人

土　木 １人程度
昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

ー

建築Ａ

１人程度

昭和 62 年４月２日か
ら平成 12 年４月１
日までに生まれた人

学校教育法に規定された大学、短大、高校もしくは
専門学校のいずれかにおいて建築課程を履修し卒業
した人、または平成 30 年３月 31 日までに卒業見
込みの人

建築Ｂ
（民間企業・

公務員経験）

昭和 57 年４月２日
以降に生まれた人

１級建築士または２級建築士の資格取得者で、次
の条件のいずれかを満たす人
①民間企業などで建築工事の設計、施工管理など

の業務経験が平成 29 年７月末現在、通算して
３年以上ある人

②平成 29 年８月１日現在、国家公務員または地方
公務員の技術職として勤務している人

保健師 ２人程度
昭和 62 年４月２日
以降に生まれた人

保健師の資格取得者、または平成 30 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

伊万里の明日を担う市職員を募集します

私たちと伊万里
の未来を築きま
せんか
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インフォメーション

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士

１人程度

平成２年４
月２日から
平 成 12 年
４月１日ま
でに生まれ
た人

①平成 29 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、引き続き居住し
ている人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた２親等以内
の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人（学生、U ターン希望者）

※①または②のいずれかに該当し、採用後に伊万里市または有田町に居住することが
できる人に限ります。

③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成
30 年３月 31 日までに取得見込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を
含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

救急救命士

昭 和 63 年
４月２日か
ら 平 成 10
年４月１日
までに生ま
れた人

①採用後に伊万里市または有田町に居住することができる人
②救急救命士免許を有する人
③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成

30 年３月 31 日までに取得見込みの人
④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を

含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院

■受付期間
　８月１日（火）～ 18 日（金）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※ 郵送の場合は、８月 18 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　９月 17 日（日）
● 試験会場
▷伊万里有田共立病院
　佐賀県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷伊万里・有田消防組合
　市民会館
● 試験内容
▷伊万里有田共立病院、伊万里・有田消防組合
　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷下記で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書

　きし、120 円切手を貼
は

ったあて先明記の返信用封筒（角
形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
▷伊万里有田共立病院

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院事務局 （☎㊻２１２１）

▷伊万里・有田消防組合
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎㉓２１１６）

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

看護師 ４人程度
昭和 57 年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者、または平成 30 年３月 31 日までに免許取得見込み
の人

事務職員 １人

昭和 62 年４月２日
から平成 12 年４月
１日までに生まれ
た人

次の条件のいずれかを満たす人
①平成 29 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録し、引き続

き居住している人
②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた

２親等以内の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人

▷伊万里・有田消防組合

※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

※ 平成 29 年度の救急救命士国家試験を受験予定の人は、消防士の試験区分による受験となります。
※ 詳細は、『平成 29 年度伊万里・有田消防組合職員採用試験案内』で確認してください。

伊万里有田共立病院／伊万里・有田消防組合の職員を募集します
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■ 開示請求（５件）の内訳
▷地籍調査作業日誌（３件）
▷地籍調査の際の立会い確認に係る書類
▷戸籍の証明書の交付状況

※ その他軽易な個人情報の開示（40 件）

インフォメーション

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

請  求  件  数 40 件

処理状況

公　開 25 件

一部公開 11 件

非公開 2 件

取下げ 2 件

審 査 請 求 0 件

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な情報
公 開 件 数

市　長

総務部 5 件 142 件

政策経営部 2 件 0 件

市民部 5 件 1 件

産業部 4 件 0 件

建設部 12 件 392 件

水道事業管理者 4 件 455 件

議　会 4 件 1 件

教育委員会 4 件 0 件

計 40 件 991 件

諮問件数 答申件数

9 件 9 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

■ 情報公開請求（40 件）の内訳
▷損害保険・共済契約（自動車保険、火災保険、傷害保険、賠償

責任保険）平成 27 年度分の証券写し（17 件）
▷里道・水路の譲与図面（法定外公共物特定図面）（６件）
▷平成 27 年度伊万里市政務活動費収支報告書（４件）
▷平成 28 年度国民健康保険柔道整復師療養費支給申請書点検業務

委託、平成 28 年度国民健康保険および生活保護における診療報
酬明細書点検業務委託の入札説明書、入札・見積合わせ参加業者
および各業者の応札金額、仕様書、契約書および契約金額（３件）

▷有田川取水・導水施設更新事業　有田川取水ポンプ場機械・電
気設備工事の金入り設計書（２件）

▷平成 24、25 年度社会福祉法人の資金収支計算書、事業活動収
支計算書、貸借対照表、財産目録、現況報告書

▷新天町の地籍が分かる確認資料（画地原子表、面積（座標法）
計算書、基準点、出来形重図、出来形確認測量図）

▷用地買収に係る契約書（物件移転補償契約書、土地売買契約書
および測量図面）

▷公民館総合補償制度に関する平成 28 年度加入証書写し、平成
28 年度加入公民館明細書写し、平成 25、26、27 年度の事故
件数および支払保険金額（平成 28 年度は途中経過分）

▷平成 27 年度に伊万里市民図書館で購入した資料の一覧
▷平成 27 年度固定資産評価替に係る鑑定評価書
▷有田川浄水場更新事業 電気設備工事、有田川浄水場更新事業 

機械設備（その１）工事、有田川浄水場更新事業 機械設備（そ
の２）工事の金入り設計書【取下げ】

▷伊万里市が所有する公共構造物の名称、所在地、構造、面積、
建築年度【取下げ】

※答申件数９件のうち２件は平成 27 年度中の諮

問に対するもの
◆伊万里市個人情報保護審査会
　市が保有する情報を目的外利用・外部提供などをする場合は、

審査会で諮問・答申します。

平成 28 年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

◆◇ 情報公開制度 ◇◆

◆◇ 個人情報保護制度 ◇◆

　
不
用
な
日
用
品
や
雑
貨
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
９
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格  

リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味

を
持
つ
市
内
在
住
の
個
人
や
団

体
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
環
境
課
や
各
町
公

　
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
先
着
順
）

　
25
区
画
程
度
（
幅
２
・
５
㍍
、
奥

行
６
㍍
、
屋
根
あ
り
）

●

募
集
期
間

８
月
10
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

↑昨年のリサイクルフェア
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児童扶養手当

■ひとり親家庭等医療費助成とは

母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童が、
健康保険により医療機関で診療を
受けた場合、医療費の自己負担の
一部を助成します。

● 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育してい
る人

▷児　童
18 歳に達した日以後の最初の
３月 31 日までの間にある人

※ 所得制限などがあります。
● 助成額

受給資格者が医療機関などで受
診し、支払った一部負担金から
入院・外来を問わず１人１月
500 円を控除した額

● 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌
月から起算して１年以内

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の
診療分から助成します。

■特別児童扶養手当とは

特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障害がある
20 歳未満の児童を養育している父
もしくは母、または養育者に支給さ
れます。該当する児童がいる母子
家庭などには、児童扶養手当と併
せて支給されます。ただし、対象と
なる児童が児童福祉施設などに入
所している場合は支給されません。
※ 所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷障害１級該当児童・１人につき

51,450 円
▷障害２級該当児童・１人につき

34,270 円
※所得制限によって、支給停止に

なる場合があります。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が福祉施設などに入所

したとき
▷対象児童または受給者が住所を

変更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わっ

たとき
▷引き続き手当を受けようとする

とき（再診断）
● 新規申請（随時受付）

県知事の認定を受けると、申請し
た月の翌月分から支給されます。

■児童扶養手当とは

児童扶養手当は、父母の離婚や父または
母の死亡などにより、18歳に達した日以
後の最初の３月 31日までの間にある児童
または 20歳未満の障害児を養育している
ひとり親家庭の父もしくは母、または養
育者に支給されます。
※ 所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　  42,290 円
▷一部支給の場合

9,980 円～ 42,280 円
▷加算額
 ○ 第２子
　（全額支給の場合）　　　    9,990 円
　（一部支給の場合）

5,000 円～ 9,980 円
 ○ 第３子以降・１人につき
　（全額支給の場合）　　　　 5,990 円
　（一部支給の場合）

3,000 円～ 5,980 円
※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を含

む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受ける

ようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別になった

とき
▷児童または受給者が住所を変更したとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
● 支給制限

父または母である受給資格者に対する
手当は、支給開始月から５年または支
給要件に該当した月（父子家庭の場合
は、平成 22 年８月１日から起算）か
ら７年を経過したときは、手当額が２
分の１になります。就業または求職活
動、就業が困難なことなど、いずれか
証明できる書類を提出するとこれまで
の手当と同じ額が支給されます。

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月
分から支給されます。

現在受給している人は、現況届・更新手続きを忘れずに！
※ 該当する人には、事前に通知します。

● 受付期間
　８月 14 日（月）〜 25 日（金）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

※ 土・日曜日は、除きます。
● 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

▷特別児童扶養手当

　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

ご存じですか  子育てを応援する制度

特別児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成
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インフォメーション

○募集施設一覧

　市では、民間事業者を含む幅広い団体が公の施設の管理運営を代行できる

『指定管理者制度』を導入しています。今年度指定期間が満了となる施設につ

いて、平成 30 年４月から管理運営を行う指定管理者を募集します。

● 応募要件
▷指定管理者に応募ができるのは、法人その他の団体のみ

です（個人での応募はできません）。
▷各施設で開催する現場説明会に必ず出席してください
（欠席した場合、応募資格はありません）。

● 募集期限
　８月 31 日（木）
● 募集要項
　各担当課で配布しています。
※ 募集要項は、市ホームページからもダウンロードできます。

● 指定管理者制度の概要
　この制度は、公の施設の管理運営に民間の能力を活用し、

住民サービスの向上と経費の削減を目的に導入していま
す。管理者の指定には、公正さを保つために市議会の議
決が必要であるほか、管理運営が適正に行われるよう、
サービスの確保や個人情報の保護などについて、市が指
導します。

● 募集施設
　民間事業者などのノウハウ導入の効果が期待できると判

断した下記施設について、指定管理者を募集します。

番号 施設名
現場説明会

担当課名
日　時 場　所

１ 市営駐車場 ８月 18 日（金）
午前 10 時

駅ビル（市民ギャラリー） 企業誘致・商工振興課商工振
興係          （☎㉓２１８４）２ 駅ビル ８月 17 日（木）

午後１時 30 分

３ 老人福祉センター ８月 10 日（木）
午前９時

市役所（第３会議室） 長寿社会課高齢福祉・介護
認定係       （☎㉓２１６２）

４ 老人憩の家
（波多津・大川・山代）

８月 10 日（木）
午前 10 時 30 分

皆さんのアイデアを施設運営に生かしてみませんか

公共施設の指定管理者を募集します

● 問合先　契約監理課契約監理係（　 ☎㉓２１７６）

　
中
華
料
理

　
皆
さ
ん
は
中
華
料
理
と
聞
く

と
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
中
華
料
理
は
大
き
く

４
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
京
ダ
ッ
ク
や
水
餃
子
な
ど
を

代
表
と
す
る
北
京
料
理
、
麻
婆

豆
腐
に
代
表
さ
れ
る
四
川
料
理
、

フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
や
シ
ュ
ウ
マ

イ
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
得
意
と

す
る
広
東
料
理
、
八
宝
菜
や
小

籠
包
、
ワ
ン
タ
ン
が
代
表
的
な

上
海
料
理
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

皆
さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

料
理
ば
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
中
国
で
は
、
中
華
料

理
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
面
積

が
広
く
、
料
理
の
種
類
も
多
い

た
め
、
私
も
見
た
こ
と
も
食
べ

た
こ
と
も
な
い
料
理
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
中
国
で
は
、
よ
く
中
華
八
大

料
理
と
称
さ
れ
る
、
山
東
料
理
、

四
川
料
理
、
湖
南
料
理
、
江
蘇

料
理
、
浙
江
料
理
、
安
徽
料
理
、

福
建
料
理
、
広
東
料
理
の
大
き

く
８
つ
に
分
け
る
区
分
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
ご

と
に
食
材
も
異
な
り
、
調
理
法

や
味
付
け
も
地
域
差
が
大
き
い

で
す
。

　
日
本
に
来
て
か
ら
、
よ
く
中

華
料
理
に
つ
い
て
の
質
問
を
さ

れ
ま
す
が
、
同
じ
料
理
で
も
地

域
ご
と
に
味
付
け
が
変
わ
っ
た

り
、
普
段
食
べ
て
い
る
料
理
も

異
な
っ
て
く
る
た
め
、
ど
う
答

え
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
、
中
華
料
理
は
中

国
国
内
で
も
細
分
化
さ
れ
て
お

り
、
中
国
人
で
も
聞
い
た
こ
と

も
な
い
、
見
た
こ
と
も
な
い
料

理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
中
華
料
理
は
世
界
中

に
広
く
普
及
し
、
ま
た
、
現
地

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の

の
中
華
料
理
は
、
中
国
で
食
べ

た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
も
、
味

が
日
本
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
、
中
華
と
は
ま
た
別
の
新

し
い
料
理
の
よ
う
な
感
じ
が
し

て
、
新
鮮
で
し
た
。
皆
さ
ん
も

中
国
に
行
っ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
料
理
を
食

べ
て
、
味
比
べ
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
⑤ 

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生
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大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
健
康
増

進
の
た
め
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

業
支
援
や
働
く
場
の
創
出
に
よ
る

雇
用
確
保
な
ど
、
地
方
創
生
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
と

進
出
協
定
を
締
結

　
６
月
29
日
、
ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
（
福
岡
市
）
が

伊
万
里
市
に
進
出
し
、
Ｐポ

Ｏ
Ｒル

Ｔト
Ｏ

株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
伴

い
、
同
社
と
市
は
進
出
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
事
業
や
、
伝
統
産
業
、

観
光
産
業
な
ど
地
域
の
産
業
と
ド

ロ
ー
ン
、
人
口
知
能
技
術
な
ど
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
結
び
つ
け

る
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
計
画
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
の
拠
点
で

あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
３
３
１
６
Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｉ
の
運
用
管
理
も
行
い
、
起

↑「自社のノウハウを注ぎ地元産業の価
　値を高めたい」と話す森戸裕一社長（左）

↑県内２番目となる協定を締結した大
　塚製薬の後藤支店長（左）と塚部市長

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

十
万
円

　
前
川
　
日
司
（
大
川
内
町
市
山
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

健
康
面
で
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
大
塚
製
薬
株
式
会

社
福
岡
支
店
（
福
岡
市
）
と
市
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
健
康
増
進
に

関
す
る
活
動
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
体
育
や
食

育
の
推
進
、
災
害
協
力
な
ど
で
連

携
。
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
や
伊
万
里

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営
協
賛
や
、

体
育
・
健
康
増
進
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
連
携
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

後
藤
寛
雄
支
店
長
は
、「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
に

●

対
象
物
件

　
栄
町
（
団
地
内
）
市
有
地

▽
所
在
地
　
大
坪
町
字
葉
蓋
甲

２
４
４
３
番
１
４
４

▽
地
目
　
雑
種
地
（
２
９
５
㎡
）

▽
予
定
価
格

　
３
２
４
万
２
０
５
０
円

●

募
集
期
間
　
随
時

●

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出（
財

政
課
管
財
係
に
設
置
）

●

申
込
・
問
合
先
　
財
政
課
管
財

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
３
）

↑対象物件

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

海
水
浴

　
夏
と
い
え
ば
海
、
海
と
い
え
ば

海
水
浴
。
昔
は
よ
く
集
落
単
位

で
海
水
浴
場
に
出
か
け
た
も
の

で
す
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の

夏
の
砂
浜
は
人
が
溢
れ
ん
ば
か

り
で
、
ま
さ
に
『
芋
の
子
を
洗
う
』

よ
う
な
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
で
し
た
。

　
私
が
住
ん
で
い
た
地
区
に
は

海
が
身
近
に
あ
り
、
小
学
生
時

代
の
海
水
浴
と
い
え
ば
、
漁
船

に
分
乗
し
て
イ
ロ
ハ
島
の
一
つ

で
あ
る
『
前
島
』
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
前
島
に
は
砂
場
が
少

な
く
、
岩
場
の
合
間
に
入
り
友

達
と
海
に
潜
っ
て
は
魚
を
追
い

か
け
た
り
、
た
ま
に
は
カ
ブ
ト

ガ
ニ
に
出
会
っ
た
り
し
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
時

は
真
珠
養
殖
業
が
盛
ん
だ
っ
た

の
で
、
潜
っ
て
採
っ
た
ア
コ
ヤ

貝
の
稚
貝
を
業
者
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
家
計
の
足
し
に
し

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
海
か
ら
あ
が
っ
て
食
べ

た
弁
当
の
、
塩
っ
ぽ
い
味
の
玉

子
焼
き
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
伊
万
里
市
に
は
、
イ
マ
リ
ン

ビ
ー
チ
と
い
う
風
光
明め
い

媚び

な
海

水
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
平
成
３

年
に
黒
川
町
福
田
の
海
岸
に
大

量
の
砂
を
運
ん
で
造
ら
れ
た
人

工
海
浜
で
、
伊
万
里
湾
の
奥
に

あ
る
た
め
波
静
か
で
安
全
。
水

質
も
上
々
で
子
連
れ
で
も
安
心

し
て
楽
し
め
る
場
所
で
す
。
最

近
は
海
で
泳
ぐ
人
が
少
な
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
に
は
毎

年
３
万
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
砂

浜
の
美
化
や
遊
泳
の
監
視
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
福
田

区
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
確
か
に
海
は
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
す
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ

慣
れ
親
し
ん
で
広
い
海
に
身
を

ゆ
だ
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私

も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
海
面
を
背

に
ぷ
か
り
と
浮
い
て
青
空
を
眺

め
た
り
、
ち
ぎ
れ
雲
を
目
で
追

い
か
け
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　
海
の
浮
力
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
イ
マ
リ
ン
ビ
ー

チ
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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小
島
公
園
、
浦
ノ
崎
漁
港
）

※
川
や
海
に
は
流
さ
ず
に
祭
壇
に

供
え
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
長
が
直
接
町
へ

出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
夢
や
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
平
成
29
年
度
か
ら
策
定
す
る

『
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
の

参
考
に
し
ま
す
。

●

日
時
・
場
所
　
８
月
25
日
（
金
）

黒
川
公
民
館

※
時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●

意
見
交
換
の
主
な
内
容
　

▽
人
口
減
少
へ
の
対
応
（
対
策
）

▽
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
地
域
活
動
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

▽
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

▽
各
町
に
お
け
る
課
題
　
な
ど

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

▽
野
犬
の
捕
獲
、
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
８
月
11
日（
金
・
祝
）〜
15
日（
火
）

▽
し
尿
の
く
み
取
り

　
８
月
11
日（
金
・
祝
）〜
16
日（
水
）

市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里

の
夢
づ
く
り
』
座
談
会

※
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
ご
み
の
収
集
業
務
は
、

平
常
通
り
行
い
ま
す
。

●

問
合
先

▽
野
犬
の
捕
獲
、
犬
・
猫
の
引
き

取
り
に
つ
い
て
　
伊
万
里
保
健

福
祉
事
務
所
（
☎
㉓
２
１
０
３
）

▽
し
尿
・
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

●

期
　
間
　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

●

場
　
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館

●

展
示
内
容

▽
動
物
標
本
（
約
１
５
０
点
）

▽
淡
水
魚
・
昆
虫
（
約
20
種
）
な
ど

●

入
館
料
　
無
　
料

《
自
由
研
究
相
談
》

●

相
談
日
　
学
芸
員
出
勤
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
要
予
約
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●

場
　
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館

●

受
付
内
容

　
市
の
歴
史
や
自
然
の
調
べ
方

●

担
　
当

　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
学
芸
員

●

問
合
先

　
歴
史
民
俗
資
料
館

（
　
☎
㉒
７
１
０
７
）

お

盆

期

間

中

は

休

業

し

ま

す

お
知
ら
せ

伊
万
里
の
い
き
も
の
展

試

験

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

伊万里市役所 浦之崎公民館（再送信局）

竹の古場公園（再送信局） 城山公園

牧島公民館 大坪公民館

立花公民館 大川内公民館

黒川公民館 波多津公民館

南波多公民館 大川町コミュニティセンター

松浦公民館 二里公民館

東山代公民館 山代公民館

お

知

ら

せ

募

集

　
お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
や
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
時
間
と
場
所
を
指
定
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
15
日
（
火
）

午
後
７
時
〜
10
時

●

場
　
所

◆
流
す
こ
と
が
で
き
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
岩
栗
橋
か
ら
松
島

橋
ま
で
の
間
）

◆
祭
壇
を
設
置
し
て
い
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
船
屋
橋
下
流
の
川

落
と
し
合
戦
場
）

▽
伊
万
里
湾
岸
（
楠
久
津
漁
港
、

精
霊
流
し
は
時
間
と

場
所
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

旧 玉屋

佐賀銀行

トンテントン
川落し合戦場

岩栗橋

船屋橋

松島橋

市
道
本
町
通
り
線

防災行政無線の運用を開始します

● 運用開始日　８月 22 日（火）

● 運用を開始する施設　下表のとおり

※以後整備ができた施設から順次、

運用を開始します

● 問合先　防災危機管理課防災危機

管理係（　 ☎㉓２１３０）
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１
日
も
早
く
日
本
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

７
月
１
日
付
け
で
、
池
田
美
惠
子

さ
ん
（
二
里
町
）
が
人
権
擁
護
委

員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
人
権

相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
あ
な
た

の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

差
別
や
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人

権
に
か
か
わ
る
問
題
で
悩
み
が
あ

れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

●

日
　
時
　
８
月
21
日
（
月
）

　
午
後
７
時
（
雨
天
決
行
）

●

場
　
所
　

　
宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

※
雨
天
の
場
合
は
脇
野
公
民
館

（
大
念
仏
講
演
）、
脇
野
保
育
園

（
演
芸
披
露
）

●

内
　
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
演

▽
演
芸
披
露（
踊
り
、抽
選
会
な
ど
）

●

問
合
先
　
脇
野
公
民
館
・
浦
川

（
☎
０
９
０
‐
４
９
８
４
‐
０
３
４
６
）

◆
推
進
標
語

　『
こ
の
道
で
　
お
は
よ
う

さ
よ
な
ら
　
あ
り
が
と
う
』

●

問
合
先
　
土
木
管
理
課
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
４
８
４
）

　
夏
休
み
期
間
は
、
解
放
感
か
ら

児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
も
緩
み
が

ち
に
な
り
、
不
規
則
な
生
活
に
陥

り
や
す
く
、
好
奇
心
か
ら
飲
酒
や

喫
煙
な
ど
の
非
行
に
走
っ
た
り
、
交

通
事
故
や
水
の
事
故
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
し
や
す
い
時
期
で
す
。 

　
夏
休
み
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、

児
童
・
生
徒
が
自
主
的
に
計
画
を

立
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
よ

う
、
家
庭
で
十
分
気
を
配
っ
て
く
だ

さ
い
。
親
や
大
人
も
、
家
庭
や
地
域

で
の
役
割
を
認
識
し
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
や
会
話
を
通
じ
て
、
子
ど

も
と
互
い
に
ふ
れ
あ
い
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
関
係
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

　
８
月
は
、『
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
』
で
す
。
北
方

領
土
と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

、
国く

な
し
り後
島と

う

、

色し
こ
た
ん丹
島と

う

、
歯は

ぼ
ま
い舞
群ぐ

ん

島と
う

の
四
島
の
こ

と
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

暮らしのチャンネル

　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、
９
日

は
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
で
す
。
原
爆
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
、
今
も
後
遺
症
で
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。
戦
没

者
の
ご
め
い
福
と
、
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
１
分
間
の
黙
と

う
を
捧さ

さ

げ
ま
し
ょ
う
。

●

日
　
時

▽
８
月
６
日(

日)

午
前
８
時
15
分

▽
８
月
９
日(
水)

午
前
11
時
２
分

▽
８
月
15
日(
火)
正
午

※
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
申
請
・

閲
覧
件
数
は
、左
の
表
の
通
り
で
す
。

な
お
、
閲
覧
申
請
者
、
利
用
目
的

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
広
報
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
、
各
町
公
民
館
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●

問
合
先
　
市
民
課
記
録
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
９
）

　
８
月
は
、『
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
』
で
す
。『
道
の
日
』
に
合
わ
せ

て
所
有
地
を
点
検
し
、
道
路
の
通

行
を
妨
げ
て
い
る
木
の
枝
な
ど
は

伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
伊
万
里
駅
な
ど
の
周

辺
の
景
観
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
放
置
自
転
車
の
調

査
お
よ
び
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
伊

万
里
駅
駐
輪
場
を
調
査
し
、
放
置

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
自
転

車
を
市
役
所
で
一
時
保
管
し
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、

保
管
期
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
市
で
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

●

保
管
期
日
　
９
月
13
日
（
水
）

●

問
合
先

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　8 月 16 日（水）

　　　　午前 10 時～正午

▷場　所　市民センター・文化ギャラリー

②お誕生会（要申込）
８月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　８月 23 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分～正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

８
月
は
平
和
の
祈
り
を

住
民
基
本
台
帳
の

閲

覧

状

況

８
月
は
夏
の
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

放
置
自
転
車
を
一
時

保
管
し
て
い
ま
す

北
方
領
土
返
還
運
動

全

国

強

調

月

間

８

月

10

日

は

『

道

の

日

』

で

す

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

■ 住民基本台帳の閲覧状況（平成28年度）

期　間
申　請
件　数

閲　覧
件　数

４～９月 6 件 761 件

10 ～３月 6 件 1,065 件

合　計 12 件 1,826 件

人
権
擁
護
委
員
の
新
任

脇

野

の

夏

祭

り

（

万

燈

の

夕

べ

）

お

知

ら

せ

募

集
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第 25 回 有田川カワニバル

●

日
　
時
　
９
月
14
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
開
会

※
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

●

場
　
所
　
国
見
台
球
技
場

●

出
場
資
格
　
伊
万
里
市
民

●

チ
ー
ム
編
成
　

　
８
人
以
内
（
監
督
含
む
）

●

参
加
料 

１
チ
ー
ム 

１
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
８
月
31
日
（
木
）

●

応
募
先
　
体
育
保
健
課
ま
た
は

　
各
町
公
民
館

●

問
合
先
　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

暮らしのチャンネル

●

日
　
時
　
８
月
26
日
（
土
）

午
後
２
時
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

出
　
演

　
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　（
啓
成
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
）

▽
友
情
出
演
　
伊
万
里
吹
奏
楽

団
、
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

※
父
親
が
元
消
防
士
で
あ
り
、
山

形
弁
で
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
も

有
名
な
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ま
す
。

●

入
場
料
　
無
　
料

●

問
合
先

　
伊
万
里
消
防
署
消
防
３
課
予
防

係
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

　
伊
万
里
湾
の
環
境
へ
の
関
心
を

高
め
て
環
境
を
守
る
た
め
、
ま
た
、

海
の
楽
し
み
を
理
解
す
る
機
会
と

し
て
、
海
上
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
〜
10
月
の
第
２

　
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

●

集
合
場
所
　
い
ま
り
マ
リ
ー
ナ

（
黒
川
町
福
田
）

※
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
湾
小
型
船

安
全
協
会
（
☎
㉗
０
１
１
８
）

お
知
ら
せ

●

受
付
内
容

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
９
月
６
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
大
川
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

 

岩
永
　
孝
雄
さ
ん

梶
原
　
敏
雄
さ
ん

●

問
合
先

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

定

期

演

奏

会

シ
ー
バ
ー
ド
活
動

（

海

上

清

掃

）

無
料
特
設
人
権
相
談

伊
万
里
市
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
出
場
者

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

● 日　時　８月６日（日）午前６時 20 分
● 場　所　国見台陸上競技場
※ 雨天の場合は国見台体育館
● 当日の留意点　
▷体操ができる服装と靴（雨天の場合は体

育館シューズ）で参加してください。
▷小学生以下は保護者が同伴してください。
▷会場の芝生上では飲食できません。

伊万里ラジオ体操会
さわやかな夏の朝、少しだけ
早く起きて心地よい汗を流し
てみませんか。
● 問合先
　体育保健課スポーツ振興係
（    ☎㉓３１８７）

《ラジオ体操カードに
特製スタンプをもらおう》

募
　
　
集

お

知

ら

せ

試

験

● 日　時　８月 26 日（土）午後２時
● 場　所　有田川河川敷（二里小学校前）
● 内　容
▷ニュースポーツ大会、将棋・オセロ大会
※ 各競技の受付開始は午後１時 30 分
▷バザー、焼肉会、自衛隊による展示
▷伊万里農林高校カヌー部デモンストレー

ション競技、地元バンド演奏、るりこう苑
音楽クラブ演奏会、大里保育園児によるお
遊戯、二里町民演芸大会、ふたさと音頭総
おどり

▷わくわく抽選会
※ 抽選券は会場受け付けで午後２時
　配布開始（ペットボトルキャップ
　かアルミプルタブと引き換え）。
▷花火大会
※ 雨天時は花火大会のみ翌日に順延
● 問合先　二里公民館内　有田川カワニバル

実行委員会事務局（　  ☎㉓３０２４）

広告
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◆
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

▽
内
　
容
　
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
簡
単
な
読
み
・

書
き
・
計
算
の
お
手
伝
い

●

募
集
人
数
　
５
人
（
先
着
順
）

●

募
集
開
始
　
８
月
７
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

暮らしのチャンネル

●

応
募
資
格
　
市
内
小
学
校
の
児
童

●

作
品
内
容

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家
で
作
っ
た
も
の

で
、
主
に
木
材
を
使
用
し
、
１

人
で
持
ち
運
び
で
き
る
大
き
さ

の
も
の

▽
テ
ー
マ
部
門
　『
ポ
ス
ト
』

▽
フ
リ
ー
部
門

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
に
準
備
し
て
い

る
キ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
。

※
作
り
方
な
ど
は
木
工
芸
指
導
員

に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
期
限
　
８
月
21
日
（
月
）

●

作
品
展
示
　
市
役
所

　
８
月
22
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

●

表
　
彰
　
部
門
ご
と
に
最
優
秀

　
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

●

応
募
・
問
合
先

①
伊
万
里
市
木
工
芸
セ
ン
タ
ー

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家（

☎
㉒
２
８
２
２
）

▽
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
水
曜
日
は
休
館

②
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

③
農
山
漁
村
整
備
課

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
は
予
約
者
が
優

先
で
す
。

※
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
の
注
文

は
で
き
ま
せ
ん
。

●

対
　
象

　
65
歳
以
上
で
、
週
１
回
の
教
室
へ

の
参
加
と
毎
日
10
分
程
度
の
自

宅
学
習
が
可
能
な
人

●

期
　
間

　
10
月
〜
平
成
30
年
３
月

※
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
で
、
30

分
程
度

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料
　
月
額
１
９
０
０
円

●

募
集
人
数
　
25
人
（
先
着
順
）

●

募
集
開
始
　
８
月
７
日
（
月
）

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

市
民
図
書
館

● 日　時　８月 27 日（日）
午前 11 時～午後３時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に
伊万里市に住む意思がある 20 代以上の独身
の人

● 参加料　2,500 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 16 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　８月 17 日（木）
● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

ブライダル会場で
ランチ＆ときめき

婚活イベント♥ ♥ 夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

い

き

い

き

脳

の

健
康
教
室
参
加
者

　最近、夫婦でどんな話をしましたか。家族のコミュニ
ケーションを深めて『家族力』をアップしませんか。

● 日　時　９月３日（日）午前10 時～正午
● 場　所　市民図書館
● 対　象　主に子育て中・妊娠中の夫婦など
● 参加料　無　料
● 講　師　渡邊 大地さん
　（株式会社アイナロハ代表取締役）
● 募集人数　30 人程度
● 応募方法　FAX、電子メール、電話

のいずれか
● 応募・問合先　県立男女共同参画
　センター『アバンセ』事業部
　（☎０９５２㉖００１１・ 　  ０９５２㉕５５９１）
※ メールアドレス　danjo@avance.or.jp

パパとママとのワークショップ
〜きいてほしい○○のキモチ〜

FAX

お

知

ら

せ

試

験

講師の渡邊大地
さん

ー 伊万里市・アバンセ共催 ー

一時保育
あります

広告
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危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従
事
し

て
い
る
人
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●

日
　
時
　
９
月
19
日
（
火
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

申
請
受
付
　

　
８
月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

※
申
請
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
と

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

　
３
課
予
防
係
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
総
合
庁
舎

●

内
　
容
　
栽
培
概
要
の
紹
介
、
園

　
地
見
学
、
生
産
者
と
の
意
見
交

換
、
個
人
面
談

●

応
募
条
件

　
市
内
ま
た
は
有
田
町
で
農
業
経
営

と
し
て
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培

を
希
望
す
る
人

●

募
集
期
間
　
８
月
10
日
（
木
）

〜
９
月
15
日
（
金
）

●

募
集
人
数
　
10
人
（
先
着
順
）

●

参
加
費
　
無
　
料

●

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
農
林

事
務
所
西
松
浦
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
５
１
２
８
）

●

受
験
資
格  

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
人（
経
験
は
試
験
日
現
在
）

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
て
２
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
３
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

●

試
験
日
　
10
月
４
日
（
水
）

●

場
　
所
　
佐
賀
市
文
化
会
館
（
佐

賀
市
）

●

試
験
科
目
　
下
水
道
に
関
す
る

　
一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す

る
法
令
や
事
務
手
続
、
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
に
つ
い
て

●

受
験
料
　
５
０
０
０
円

●

試
験
案
内
配
布
・
申
込
期
間

　
８
月
１
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

※
試
験
案
内
は
、
市
下
水
道
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
佐
賀
県
下
水
道

　
協
会（
☎
０
９
５
２
㉝
１
３
３
０
）

暮らしのチャンネル

　
創
業
・
開
業
を
考
え
て
い
る
人

や
興
味
の
あ
る
人
は
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
創
業
・
開
業
な

ど
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

●

日
　
程
（
全
５
回
）　
８
月
17
日

（
木
）、
９
月
１
日
（
金
）、
９
月

13
日
（
水
）、
９
月
28
日
（
木
）、

10
月
12
日
（
木
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
商
工
会
議
所

●

内
　
容
　
創
業
に
関
す
る
基
礎

　
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策

定
、
資
金
調
達
な
ど

●

受
講
料
　
無
　
料

※
受
講
者
に
は
優
遇
措
置
が
有
り

ま
す
（
会
社
設
立
時
の
登
録
免

許
税
の
減
免
、
信
用
保
証
枠
の

拡
大
な
ど
）。

●

応
募
・
問
合
先

▽
伊
万
里
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
（
☎
㉒
３
１
１
１
）

▽
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

●

日
　
時
　
９
月
24
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜
５
時

募
　
　
集

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
就

農
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

危

険

物

取

扱

者

保
安
講
習
受
講
者

い
ま
り
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

創

業

塾

受

講

生

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

試
　
　
験

　伊万里農林高等学校と伊万里商業高等学校を再編
統合した伊万里地区新高校の校名案を募集します。

● 応募資格　どなたでも応募できます
● 応募方法　応募用紙、はがき、電子メールのいずれか
※応募用紙は市役所、市民図書館、市民センターに備

え付けています。
※はがき、電子メールで応募する場合は、①校名（ふ

りがな）、②その校名とした理由、③住所・氏名、④
年齢（学年）、⑤性別、⑥所属などを記入してください。

※応募方法の詳細や新高校の概要は県教育委員会ホー
ム ペ ー ジ（http://www.pref.saga.lg.jp/kyouiku/
default.html）で確認してください。

● 募集期限　８月 15 日（火）
● 応募・問合先　〒８４０ｰ８５７０　佐賀市城内一丁

目１番 59 号　佐賀県教育庁教育総務課県立高校再編
整備推進室（☎０９５２㉕７４２４）

　メールアドレス　kyouiku-saihen@pref.saga.lg.jp

新高校の校名案を募集します

平成 31 年４月開校予定

お

知

ら

せ

試

験

広告
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お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

暮らしのチャンネル

８月の巡回日
第２回 図書館を使った調べる
学 習 コ ン ク ー ル 作 品 募 集

『かがみの孤城』
辻村深月／著

ポプラ社

７・14・21・28 日
※ 11 日（金・祝）は開館します。開館時間は、
　午前 10 時～午後６時です。

８月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

８日
・

22 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ １日
・

29 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

２日
・

30 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

９日
・

23 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ ４日

（金）
波多津公民館 11:30~

３日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ ４日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ ー ユ ー ト ピ ア 次回 9 月1 日

25 日
（金）

南波多公民館 11:20~ ー ひ ま わ り 園 次回 9 月14 日

田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 ～ 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

ー デ イ な が や ま 次回 9 月8 日

25 日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

『小さな赤いめんどり』
アリソン・アトリー／作

神宮輝夫／訳
小池アミイゴ／絵

こぐま社

　
小
さ
な
家
に
、
貧
乏
で
す
が
働
き

者
の
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
あ
る
晩
、
お
ば
あ
さ
ん
が
話
し

相
手
が
欲
し
い
と
言
う
と
、
小
さ
な

め
ん
ど
り
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
が
、
痩
せ
て
い
る
め
ん
ど

り
に
夕
ご
は
ん
を
あ
げ
る
と
、
夢
中

に
な
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
優
し
い
め

ん
ど
り
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
仕
事
の

手
伝
い
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
乱
暴
に
ド
ア
を
た
た
く
音
が

し
ま
す
。
そ
こ
に
い
た
の
は
…
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
不
登
校
に
な
っ

た
中
学
生
７
人
。
あ
る
日
突
然
部
屋
の

鏡
が
光
り
始
め
、
輝
く
鏡
を
く
ぐ
り
抜

け
た
先
に
は
城
の
よ
う
な
不
思
議
な
建

物
が
。
そ
こ
に
は
自
分
と
似
た
境
遇
の

７
人
が
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
現

実
世
界
で
は
会
う
こ
と
な
く
、
お
城
の

中
だ
け
で
時
間
を
共
有
す
る
彼
ら
。
で

も
、
や
が
て
現
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
人

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

　図書館を使った調べる学習は、情報リテ
ラシー、読解力、思考力などが磨かれる学
びです。
　図書館を活用することで、自ら学ぶ力を
身につけていくことを目的としたコンクー
ルを開催します。

▷募集期間　９月１日（金）～ 30 日（土）
▷対　　象　市内在住の小・中学生（グ
　　　　　　ループでも可）
▷募集部門　小学生（低学年・中学年・高
　　　　　　学年）、中学生

※詳しくは学校から配布された案内チラ

シを参照してください。

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

TEL 0955-22-5188
FAX 0955-22-5189

http://www.yamain.com/
post@yamain.comYAMAGUCHI

PRINTING

CO.,LTD

広告
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暮らしのチャンネル

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
５
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
31
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
28
年
１
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
10
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
25
年
12
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
８
月
17
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
29
年
１
月
生
ま
れ

８
月
９
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　８月７日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分～ 11 時
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　８月 18 日（金）
　午後３時～４時 30 分

◆内　容　公的サービスの紹介、
妊娠中のママの体について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　８月８日（火）
　午前９時～午後３時
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月～金曜日：午後８時～10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

地区名 医療機関名

健康診査 がん検診

30 代健診
特定健診
長寿健診

伊万里

岡村医院 ● ● ●

たなか内科クリニック ● ●

夏秋医院 ●

浜田産婦人科クリニック ●

日高医院 ●

古川内科クリニック ●

大　坪

加茂医院 ●

口石病院 ● ●

隅田病院 ● ●

堀田病院 ●

立　花

いび整形外科 ●

鈴山内科小児科医院 ●

前田病院 ● ●

産婦人科
南ヶ丘クリニック ●

山口病院 ● ●

地区名 医療機関名

健康診査 がん検診

30 代健診
特定健診
長寿健診

黒　川 小島病院 ● ● ●

波多津 小島医院 ●

南波多
小島医院 ●

助廣医院 ●

大　川 大川野クリニック ● ●

二　里

小副川医院 ● ● ●

きたじま整形外科 ●

山元記念病院 ● ● ● ●

東山代
内山産婦人科医院 ●

立石医院 ● ●

山　代

伊万里松浦病院 ● ● ● ●

西田病院 ● ● ● ●

水上医院 ●

有田町

伊万里有田共立病院 ●月～金 ●要予約 ● ● ●

岸クリニック ●

石井内科 ●

検診名 30 代健診 特定健診
（国民健康保険加入者のみ） 長寿健診 子宮頸がん検診 肺がん検診 乳がん検診 胃がん（カメラ）検診

年　齢
（H30.3.31 現在） 30 ～ 39 歳 40 ～ 74 歳 75 歳以上 20 歳以上 40 歳以上 50、52、54、56、58 歳

料　金 無　料 各 500 円 5000 円

期　間 平成 30 年３月まで 平成 30 年２月まで 平成 30 年３月まで

◎検診実施医療機関一覧

※ 乳がん検診と胃がん（カメラ）検診は、健康づくり課への予約が必要です。
※ 生活保護世帯に属する人は、受診時に『生活保護受給証明書』を提出することで無料になります。

※ 胃がん（カメラ）検診は、バリウム検診との併用はできません。
※ 特定健診、長寿健診、子宮頸がん検診は、県内の指定医療機関でも受診できます。市外の実施医療機関については直接問い合わせてください。

医療機関でのがん検診・健康診査
　医療機関での健診は、期日指定がなく受診しやすくなっています。集団検診については広報伊万里６月号に掲載しています。

子
宮
頸

が
ん

肺
が
ん

乳
が
ん

胃
カ
メ
ラ

子
宮
頸

が
ん

肺
が
ん

乳
が
ん

胃
カ
メ
ラ
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暮らしのチャンネル

８月の市民相談８月の行事

クーリング・オフ制度は、一定期間であれば、無条件で契約を解除でき

る制度です。クーリング・オフができる取引は、法律や約款などに定め

がある場合に限られます。テレビショッピングやネットショッピングな

どの通信販売では、クーリング・オフは適用されません。返品特約に従

い返品することになります。注文する前に、返品についての規定をよく

確認しましょう。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

通信販売はクーリング・オフできません

● 宮地ピアノ教室発表会

　20 日（日）午後２時開演 

（☎㉓３６８９）

● 啓成中学校ブラスバンド少年消防クラブ

　定期演奏会

　26 日（土）午後２時開演

（☎㉓２１１８）

● 同和問題講演会

　29 日（火）午後１時 30 分開演

（☎㉓３１８６）

● 伊万里市老人福祉大会

　31 日（木）午前９時 30 分開会

（☎㉒７１０８）

● 県立盲学校《目の支援センターゆうあい》

　相談会　　　　　　　　〔展示コーナー〕

　９日（水）午前 10 時～午後３時

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　20 日（日）午後２時 30 分

　『アルプスの少女ハイジ』　　（107 分）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（９日・23 日）

午前10時～
午後３時

市民相談室 情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（３日）

午前10時～
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（17 日）

午前10時～
午後３時

人権相談 第１火曜日
（１日）

午前10時～
正午

消費生活相談 月～金曜日
※ 祝日は除く

午前10時～
午後４時

※ 正午～午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（18 日）

午前９時～
正午

不動産相談 第２木曜日
（10 日）

午前10時～
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２木・第４日
曜日

（10 日・27 日）

午前９時～
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

金曜日
※ 祝日は除く

午前９時30分～
午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（24 日）

午前10時～
午後３時 面接室

福祉課社会
福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 祝日は除く
午前９時～
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※ 祝日は除く

午前 ９ 時～
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

夏の冷房時の室温は 28℃を目安に
暑い日が続きますが、ついつい冷房の温度を下げていませんか。外気温
31℃の時、エアコン（2.2kW）の冷房設定温度を 27℃から 28℃にし

た場合（使用時間：９時間／日）、年間で電気 30.24kWh（約 670 円）
の節約、二酸化炭素 14.7kg の削減になります。体調に注意しなが
ら省エネに取り組みましょう。

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ
　 　　　http://www.enecho.meti.go.jp/

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

市 民 会 館 ☎㉒７１０５
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● 発行日／平成 29 年 8 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

平成 29 年 7 月１日現在
● 人口　55,790 人　 （−   32）
　　男　26,859 人　 （−     6）
　　女　28,931 人　 （−   26）
● 世帯　23,181 世帯（＋   10）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 38 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

　
福
岡
、
大
分
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
九
州
北
部
豪
雨
。
７
月
18
日
時

点
で
死
者
は
34
人
に
上
り
、
７
人
と
連

絡
が
取
れ
ず
、
避
難
生
活
者
は
８
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。『
図
書
館
☆
ま
つ
り
』
を
取
材
し

て
い
た
と
き
、
あ
る
高
齢
の
女
性
か
ら

話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
50
年
前
の
今

日
、
水
害
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」。
そ
の

日
は
７
月
９
日
、
伊
万
里
市
民
が
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
日
で
す
。
相
次
ぐ
豪
雨

被
害
の
報
道
で
、
恐
ろ
し
い
体
験
を
思

い
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
孫
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
が
始
ま
る
の
を
待
ち
な

が
ら
、「
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
人
の
方

が
多
く
な
っ
た
も
の
ね
」
と
、
昭
和
42

年
の
大
水
害
が
人
々
の
記
憶
か
ら
消
え

て
い
く
こ
と
に
、
不
安
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
し
た
。
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。（
忠
）

第 22 回

図書館☆まつり
　７月８日と９日に、図書館☆

ほし

まつりが開催さ
れました。これは、平成７年７月７日に市民図
書館が開館したことから、市民の皆さんと一緒
に図書館の誕生日を祝い、多くの人が図書館を
好きになってくれることを願って、毎年七夕の
日の前後に、市民団体でつくる実行委員会が開
催しているものです。
　今年のテーマは『22 才、つながり広がる読
書の輪』。初日は啓成中学校、翌日は伊万里中学
校のブラスバンド部の演奏でスタートしました。
コーラスやおはなし会、手作りの物品・食物の
販売、古本市、ドローンの飛行など多彩な催し
があり、多くの来場者でにぎわいました。

初日スタートは啓成中ブラスバンド部

☆まつりおはなし会

伊万里少年少女合唱団・伊万里合唱団

２日目スタートは伊万里中吹奏楽部

手作りの物品などの販売

ドローンで上空から見た道路の絵

館内ではスタンプラリーもありました

『落
らく

描
が

きオン・ザ・ロード』

『体験 de 交通安全』
も 同 時 開 催

パトカー試乗体験

いすの木合唱団

クイズに答えて子ども免許証を作ろう
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